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６年１組（２９名） ６年２組（２７名）

最後のお見送り 卒業制作

日 曜 お も な 行 事 日 曜 お も な 行 事
5 金 着任式・始業式・入学式 22 月 H日課 家庭訪問③(１年)個人懇談③
8 月 身体測定・聴力（５・６年）役員抽選18:30 23 火 家庭訪問④(１年)個人懇談④ 歯科検診(全)
9 火 身体測定・聴力（３・４年） 24 水 家庭訪問⑤(１年)個人懇談⑤ 交通安全教室(１年)
10 水 身体測定・聴力（１・２年） P文化部１８：００ PTA三役会１９：００ 25 木 家庭訪問⑥１年)個人懇談⑥ 学力テスト(２～６年)
11 木 １年給食開始・視力検査（５・６年） 26 金
12 金 視力検査（３・４年） 27 土 ※ゴールデンウィーク１０連休（～５/６）
14 日 H日課 全校参観日 PTA総会10:25 28 日
15 月 振替休日 29 月 昭和の日
16 火 視力検査（１・２年） 委員会① 30 火 国民の休日
17 水 家庭訪問①(１年)個人懇談①
18 木 家庭訪問②(１年)個人懇談② 全国学力・学習状況調査(６年)

※春の交通安全街頭指導４/５～４/10

19 金 尿検査 知能検査(２・５年)
※１年生下校指導４/８～４/10

【注意】
・雪解けが進み，自動車が勢いよく走っていますので交通安全に十分ご注意ください。
・歩道や道路脇には，まだ雪が残ってます。自転車は乗らないようにしてほしいです。

１９日（火）に第４８回卒業証書授与式が行われ，５６名の卒業生が学び舎を巣立っていき
ました。多くの卒業生は東陽中学校に進学しますが，光陽中学校，愛宕中学校，附属旭川中学
校へ進学する卒業生もいて，本当にお別れの式となりました。
中学校の制服に身を包んだ卒業生の姿は大人びて見えました。東栄っ子の子どもたちが，勉

強や部活動で活躍してくれることを願っています。ご卒業，おめでとうございます。

重 点 目 標重 点 目 標 ： す す ん で 考 え 伝 え あ う 力 を も つ 子 の 育 成す す ん で 考 え 伝 え あ う 力 を も つ 子 の 育 成

教 育 目 標教 育 目 標 ： さ と く ゆ た か に た く ま し く 旭川市立東栄小学校 ３月号
平成３１年３月２５日発行

の行事予定

本校では，昨年の４月から，より質の高い力を身に付けるための教育活動を目指していろいろ
なことに挑戦してきました。実施させていただいた「学力検査」「道徳性検査」「保護者アンケー
ト」「健康・生活チェックシート」「体力・運動能力テスト」などは，その教育活動の方向性を決
める大切な資料となりました。
過日，保護者の皆様方に公表した学校評価の結果は，その１つと言えます。これは，保護者の

意見も最大限に取り入れながら，学校をよりよくつくりかえていこうという「開かれた学校づく
り」の考えで行っているものです。いただいたアンケートは，８０．７％という高い回収率でし
た。保護者の皆様の学校に対する期待の表れと考えております。お忙しい中，ご協力をいただき
ました皆様方に改めて感謝申し上げます。
旭川市もこの「開かれた学校づくり」の考えを取り入れ，学校と地域が一体となって特色ある

学校づくりを充実させるため，中学校とともに「コミュニティ・スクール（学校運営協議会）」の
設置を進めています。本校でも来年の１月には協議会が立ち上がる予定です。保護者や地域の皆
様に参画いただき，学校・保護者（PTA）とともに連携・協働体制を整え，一体となった教育活
動の充実を図って参ります。
東栄小学校が来年度，新たに取り組む教育活動の一部をご紹介したいと思います。
○ 今年設置しました中学校や学校評議員，保護者の方々にも学校評価に加わっていただく「学
校関係者評価委員会」を一層機能化させるとともに，上記のように，東陽中学校・共栄小学
校と連携しながら，学校運営協議会を設置する。
○ 教職員の校務分掌組織（業務分担）を今まで以上に東栄っ子の力に直接つながるように再
編する。具体的には，生徒指導部に人員を多く配置する。

○ 教師の資質向上を図るために「授業を語る会（公開研究会）」を実施せず，英語教育やプロ
グラミング教育など，今日的な課題についての研修を充実させる。
○ 子どもに寄り添う時間を確保するため，再来年度から通知表の２期制導入を進める準備を
する。

○ 再来年度の開校５０周年，新校舎落成に向け，準備委員会・実行委員会を組織する。

この他にも細かいことではたくさんあるのですが，これらは全て先生方による評価（内部評価），
保護者のアンケートや学校関係者評価委員の方々の評価（外部評価）を参考にして学校改善を図
ってきたものです。

今日，子どもの教育は学校だけの力では十分効果を上げることので
きない現象が生じています。ですから，教師も親も一緒になって学校
をつくりあげていく必要があります。お子様を健やかに育てるために
今後とも教育活動へのご理解をいただき，よりよい学校づくりに参加
していただき，力をお貸しください。この１年間，皆様のご支援に心
から感謝申し上げます。ありがとうございました。

校長 鈴 木 康 弘


